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指定避難所
指定避難所兼広域避難場所

指定避難所等

市指定緊急輸送道路

災害時連絡道路

指定避難所
指定避難所兼広域避難場所

指定避難所等

市指定緊急輸送道路

災害時連絡道路

緊急輸送道路等 緊急輸送道路等

土砂災害警戒区域及び特別警戒区域

土砂災害（急傾斜地の崩壊）
急傾斜地の崩壊

・土砂災害警戒区域

・土砂災害特別警戒区域

急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民等の生命又は身体に危害が
生じるおそれがある区域です。

急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築物に損壊が生じ、住民等の
生命又は身体に著しい危害が生じるおそれがある区域です。

「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律
（土砂災害防止法）」に基づき、愛知県により土砂災害の危険等が生
じるおそれのある区域を指定したものです。

特定開発行為に対する許可制　　 建築物の構造規制
建築物の移転等の勧告

特別警戒区域には、下記の項目が規制対象となります 土砂災害警戒区域（急傾斜地）

土砂災害特別警戒区域（急傾斜地）

※資料提供：NPO法人土砂災害防止広報センター

　「南海トラフ巨大地震」が発生した場合を想定して、予測
される最大級の震度分布を示した地図です。
　震度予測は、平成24年8月29日に内閣府が公表した
断層モデルのうち、刈谷市の震度が最も大きくなるケース
について、市独自で計算を行っています。
　震度予測は、５０mメッシュごとに行って、震度別に色分
けをして表示しています。

　刈谷市地震ハザードマップは、「南海ト
ラフ巨大地震」（マグニチュード9クラス）
が発生した場合に予想される震度など、
防災に役立つ各種情報を示すものです。
　震度及び液状化の予測情報は、内閣府
が公表した断層モデルを刈谷市の地盤
データ上に乗せ、計算したものであり、
正確性・確実性を保証したものではあり
ません。
　地震の震源、深さ、規模及び地震発生
時の潮位等の自然条件によっては、危険
度が下がる場合もあり、 また、 反対に図上
で危険が少ないと考えられる地域でも危
険な状況になることも考えられます。

地中にしみ込んだ水分
が土の抵抗力を弱め、
雨や地震などの影響に
よって急激に斜面が崩
れ落ちる現象です。

　「南海トラフ巨大地震」が発生した場合を想定し、左記の
震度予測と同様の断層モデルケースを用いて予測される
液状化による建物への影響度の分布を50mメッシュで示
した地図です。
　「南海トラフ巨大地震」では地震の揺れが極めて大きく、
また3分以上続くことが予想されており、市内全域で液状
化の可能性があります。
　揺れの時間が長いと液状化の程度が大きくなったり、液
状化範囲が広くなったりすることが予想されます。 この図
の建物への影響度の算出では、地震の揺れの長さ（継続時
間）も考慮しています。

刈谷市周辺を通過する活断層
　愛知県内には約30の活断層が存在してい
ますが、そのうち２つの断層が刈谷市の西
側を通過しており、この断層が活動すると直
下型（内陸型）地震のおそれがあります。

■断層
　岩盤に力が加わることによって生じる岩
盤のずれ（断層）がさらにずれる（活動す
る）ことにより、平成28年熊本地震のよう
な「直下型（内陸型）地震」が発生します。
　また、数十万年前から繰り返し活動し、
将来も活動する可能性がある断層のことを
「活断層」と呼んでいます。
　刈谷市周辺には、猿投境川断層、大高高
浜断層などで構成され、豊田市から大府市
を経て西尾市にいたる猿投高浜断層帯があ
ります。

■地震発生の可能性
　猿投高浜断層帯の活動間隔は平均４万年
程度、最新の活動は約１万４千年前と考え
られています。地震調査研究推進本部によ
ると、今後300年以内に地震が発生する確
率は低いが、南海トラフ（海溝）の活動に
影響を受けて地震が発生する可能性もある
とされています。
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土砂災害警戒区域・
土砂災害特別警戒区域
（急傾斜地の崩壊）

土砂災害警戒区域・
土砂災害特別警戒区域
（急傾斜地の崩壊）

土砂災害警戒区域等拡大図

土砂災害警戒区域等拡大図


